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賑わい

⾒守り

産業振興「道の駅」 ⇒交流⼈⼝の拡⼤・地域経済の活性化
①地域間や産官学と連携した観光企画の強化
②買物や休憩、憩いで賑わう空間づくり
③地域の特産品によるオリジナル商品開発・ブランド化
④集荷サービス等による直売所の充実

地域福祉「道の駅」 ⇒安全・安⼼な住⺠サービスの提供
⑤⾼齢者など住⺠への宅配サービス
⑥道の駅への送迎サービス
【集荷・宅配サービスと同時に⾒守り・声かけの効果も】

防災「道の駅」 ⇒地域防災⼒の強化（広域防災の後⽅⽀援）
⑦災害時の受け⼊れ体制づくり
⑧防災訓練やＰＲ活動を通じた住⺠の防災意識の醸成

“賑わい”と“⾒守り”を基本コンセプトとして、３機能を有する「地⽅創⽣拠点」の形成

• 道の駅「よこはま」を含む周辺エリアを地域資源として捉え、“賑
わい”と“⾒守り”を基本コンセプトとする「産業振興」＋「地域福
祉」＋「防災」の３機能を有する「地⽅創⽣拠点の形成」を⽬指す。

• 横浜ICと道の駅「よこはま」エリアとの連携により、下北半島縦
貫道路の休憩・情報施設としての活⽤を図る。
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※道の駅「よこはま」エリア・・⼩中学校やガソリンスタンド、コンビニエンスストア
などの施設が集積する道の駅を含めたエリア。既存施設の有効活⽤が可能。

道の駅「よこはま」エリア地⽅創⽣基本計画



地⽅創⽣拠点の実現へ向けて

• 「横浜町をなんとかしたい！！」という情熱を持った⼈たちで構成
• 事業計画などのアイデアを出し、それを協議会で検討・協議
• 今年度は、野菜等集荷サービス、総菜等宅配サービスなどについて、
3回ワーキングを開催

道の駅よこはまエリア事業推進協議会、ワーキンググループを設置

基本計画に掲載されているソフト施策の実現に向け、関係者間で広
く意⾒交換を⾏い、実⾏性のある事業計画を検討・協議する「道の駅
よこはまエリア事業推進協議会」を設⽴し、今年度は3回協議会を開
催（本⽇含む）

施策の運
営⽅法、
体制など
をアイデ
ア出し

道の駅でインターンシップを実施

• 平成28年9⽉12⽇〜21⽇の10
⽇間、弘前⼤学⽣2名を道の駅
で受⼊

• 道の駅の働きながら、道の駅
で抱える課題を分析し、それ
に対する解決策を提案

• 産直所の販売を分析し、売れ
てる野菜などを提供

道の駅サポート集団「ぐるっと隊」が発⾜

• 「ぐるっと隊」が12⽉1⽇に発⾜
• 農家を回り売れ筋野菜の情報提供や
集荷サービスにニーズ調査

• 道の駅の送迎バスに乗⾞し、送迎バ
スのPRやニーズ調査

• よこはま温泉や町役場で道の駅の商
品を販売
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取組の⽅向性
駐⾞場の拡張により⼤型⾞両が⽴ち寄りやすく

なる契機を活かし、観光客や来訪者を増やす企画
提案や受け⼊れ体制づくりを⾏う。

施策① 観光企画の強化 産業振興

今年度の取り組み

計画の内容
• 観光ルート、観光企画の提案
• 産官学と連携した観光素材発掘（横浜町ファンづくり）
• 受⼊れ体制の充実
• レストランの魅⼒アップのために加⼯グループとコラボ

○観光ルート、観光企画の提案

○受⼊れ体制の充実

• 2017菜の花フェスティバルと⻘函キャンペーン
函館キャラバン隊3/27出発 観光協会、菜の花サポーター、函館PR

・しもきたTABIあすしとと連携し下北広域観光、下北スタイルを創る
・丸ごと横浜町素材(ホタテ・⻑芋・⾺鈴薯・なまこ等)料理創作
・インターンシップと連携して、⾷・⾒・農・漁の体験型観光摸索

• プラットホームの開設
• 菜の花の時期、周遊観光ルートへ追加

おいらせ町にある(株)Jサポートから講師を招き、道の駅にお
いて、接客研修を実施 今後の取り組み予定

5/16〜24集計 5/16〜22集計

43,000⼈に

▲今年度⽴ち上げたHP ▲ぐるりんしもきた号パンフ

▲周遊観光ルートに設定

5⽉のGWから6⽉上旬限定で、
菜の花コースを運⾏

▼菜の花フェスティバルの⼊込客数

今年は、今までにない規模の菜の
花⼤迷路のため、また周遊観光
ルートに組み込まれたため、⼊込
客数が倍増。春先には、⾷べる観
光として「菜花摘み体験」を。

道の駅スタッフ15名が参加し
接客研修を実施

笑顔での接客、マジックフレーズ、
インバウンド対応を学び、即、実
践!!
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施策② 買物や休憩、憩いで賑わう空間づくり
計画の内容
• 三保野公園や交流館の利活⽤
• ⾼齢者はじめ来訪者が休憩できる空間づくり
• イベントや催事などの企画の充実
• レストランの魅⼒アップ【再 掲】

産業振興

取組の⽅向性
道の駅と三保野公園、交流館を活⽤し、ゆっくりと

滞在できる環境を整備し、道路利⽤者や地域の⽅々で
賑う空間を創出する。

H29年度の取り組み予定
• イベントや催事などの企画の充実（毎⽉イベントを展開）
• 三保野公園や交流館の利活⽤（知ってもらう取組を展開）
• ⾼齢者はじめ来訪者が休憩できる空間づくり（町⺠の皆様と⼀緒
に空間づくりを推進）

○イベントや催事などの企画の充実

今年度の取り組み

2⽉より、道の駅で、加⼯団体が交代で毎⽉イベントを開催

イベントは、全世帯に配布される広
報誌に挟み込んだり、道の駅のレジで
のチラシ配布、道の駅HPやツイッター
で告知

▲バレンタイン
イベントの様⼦

開催⽇ 2⽉1⽇〜2⽉13⽇ 2⽉26⽇ 3⽉12⽇

イベン
ト名

バレンタイン
〜義理も告⽩もあなた
の代わりにてづくり
チョコ〜

ひなまつり
〜桃の節句をお祝いし
ましょう〜

稚⾙の⼤袋販売

イベン
ト概要

 チョコチップマフィ
ンやブラウニー、⽶粉
のハートクッキーなど
⼿作りの商品を多数販
売

 ひなまつり限定 揚
げもち、さくら餅販売
 ぬり絵体験（3/3ま
で直売所に展⽰）
 ひなまつりの⼿芸品
の展⽰、販売

 通常1k販売を、2k
の特別販売
 稚⾙の味噌汁の販売
（先着30杯）

▲ツイッターに
よる告知の様⼦

今年度、実施されたイベント
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施策③ 特産品による商品開発・ブランド化 産業振興

取組の⽅向性
・これまでの開発した商品のＰＲ活⽤と、専⾨
家や地域と連携した「地元の⾷材を活かした商
品開発・ブランド化」を推進する。

計画の内容
• 魅⼒ある商品開発（６次産業化の強化）
• ＰＲや売り場の⼯夫・改善

• 商品ラベルを刷新
• 野菜乾燥機を購⼊し、乾燥野菜の販売を開始
• ほたて焼き（新商品）を下北ブランド研究所に相談しながら開発

• 商品の紹介⽅法を改善 魅⼒ある商品づくりに勉強会を
• 道の駅の売り場にお買い物カートを３台設置

今年度の取り組み
ＰＲや売り場の⼯夫・改善○魅⼒ある商品開発（６次産業化の強化）

販売されている商品に統⼀感がな
いため、ラベルを刷新

商⼯会⼥性部
・地域資源を活⽤した特産品開発に挑
戦、「来て、買ってもらえる商品」開
発を⽬指して、レシピ募集、試作会、
試⾷・アンケート調査実施
・たこ焼き⾵ホタテ焼き、⻑芋だんご、
コロッケ三姉妹等試作、下北ブランド
研究所の⽀援も受けて来年度には販売
を⽬指すまでに

⼀年中、変化のない店内だったの
を、季節ごとに彩りを。
⽉⼀ペースの⼩イベントで集客増
を。3/12ホタテ販売、⼤盛況!!

道の駅までの送迎サービスを利⽤
者から、商品を持ちながら店内を
回るのが⼤変なのでカートが欲し
いと要望により設置

5
たこ焼き⾵ホタテ焼き試作

町助成⾦で遠⾚外線乾燥機、粉砕
機購⼊、カット野菜や粉にして次
の加⼯品開発に意気込む

H29年度の取り組み予定
下北縦貫道路延伸により、街中への⼈の流れが変わ

ることから横浜町特産品の商品開発を本気で⽬指す
・全国町村会主催の物産展「町イチ村イチ」、函館グ
ルメサーカスなどに積極的に出店してPR・販売する



取組の⽅向性
道の駅の⽬⽟「産直」の扱う品⽬と品揃えを充実し、来

客数増加と地域産業の活性化を図る。

施策④ 直売所の充実（地産地消） 産業振興
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計画の内容
• 売り場の⼯夫・改善【再掲】
• 集荷サービスの提供

H29年度の取り組み予定

今年度の取り組み
○売り場の⼯夫・改善【再掲】

○集荷サービスの提供

• 産直・野菜の勉強会実施（農業普及室を招いて）
• ぐるっと隊による農家への売れ⾏き好調野菜の情報提供
• 道の駅スタッフも商品知識をインプット、お客さまからの声を
⽣産者に情報提供して、常にPDCAを意識して

• 野菜集荷のニーズ、サービス料⾦の調査を実施
• 野菜栽培技術や農薬について勉強会３回実施

▲勉強会の様⼦

• 認知度の⾼い野菜を揃えた⽅が
よい

• お客の希望をすぐ取り上げるこ
とが重要

• 産直のターゲットをどこに置く
のか重要（地元？観光客？）

• 可能であれば計画的⽣産すると
いい（品薄状態の回避） ジャガイモ、ナガイモ、ニンジンなどは保存することで、ニンニクなど

は加⼯品（クロニンニク等）を強化することで売上落込み⽉をなくすこ
と、冬の総売り上げの底上げが可能！

ほぼ通年出荷ができて
いるのは、ジャガイモ、
ナガイモ、ニンジン、
ネギ

▲平井准教授からの情報提供
※産直の売れ筋野菜第⼀は「⾺鈴薯」、美味い!

野菜農家周りして、年間野菜栽培
の現状把握と道の駅野菜販売デー
タ情報を提供して売れ筋野菜の紹
介して、儲かる産直への出荷をお
願いした。
農家さんも⾼齢化が進み、道の

駅の出荷サービスのニーズは⾼い。

• 売り場の⼯夫・改善 野菜の品揃え、補充の徹底
• 集荷サービスの提供 野菜農家の出荷者にコンテナ提供
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施策⑤ ⾼齢者など住⺠への宅配サービス
取組の⽅向性
⼀定のニーズがあり、今後も増加が⾒込まれることから、

既存サービスとの棲み分けや連携を考えながら、実証実験で
導⼊を検討する。

計画の内容
• 宅配サービスの提供
• 宅配サービス先の拡充調査

今年度の取り組み
○宅配サービスの提供
• 道の駅にある商品（商品カタログ記載）を宅配（無料）
• 温泉や役場ロビーで移動販売を実施（無料）
• 道の駅で購⼊した重い荷物を⾃宅まで配達（無料）
• サービス料などについて、利⽤者へアンケートを実施

H29年度の取り組み予定

パンフレットのメニューからお弁当・パンなど電話注⽂し、商
品をぐるっと隊が⾃宅まで配達。１２⽉〜２⽉末までに80万円
の利⽤実績有り。特に惣菜、パン類が売れ筋

※コメント
• ⽉･⽕･⽔･⾦は温泉で、⽊は役場で
移動販売を実施

• 野菜や惣菜を販売
• 温泉では温泉利⽤客の⾼齢者がお
にぎりなどを購⼊

• 役場では、職員のほか周辺住⺠が
菜の花ドーナツ、煮卵などを購⼊

• 温泉で購⼊したものを⾃宅まで配
達するサービスも実施

▲役場ロビーでの移動販売の様⼦

アンケート調査
蜂蜜試⾷会…蜂蜜商品が10点以上に
コロッケ調査…⽑⾖、カレー味で提供
煮卵・南蛮調査…煮卵、3ケ⽉で300個
※⾊々な加⼯グループが⼀緒に調査・試
⾷会実施で新たな商品、⾷べ⽅誕⽣

地域福祉

• 宅配サービスの提供:冬期間は観光客がないことから売り上
げが伸び悩み、また、町内でお店屋が無い地域もあり⾒て
買い物できる移動販売や皆が集まるサロン(集会場等)の創
出



取組の⽅向性
⾼齢者のニーズが⾼く、⼿にとって商品を選び・楽し

みたいという声も多いことから、類似サービスや競合店
舗と共存できる送迎サービスを構築。

施策⑥ 道の駅への送迎サービス 地域福祉

計画の内容
• 送迎サービスの提供（⾼齢者への声かけ、⾒
守りサービス含む）

・温泉＆お買い物バスを⾦曜⽇限定の隔週で10⽉〜12⽉まで試験運⾏
○送迎サービスの提供

H29年度の取り組み予定
• これまで運⾏していたふれあいセンターの送迎バスを公共施設近く
に停留所を設け、⽤事済ませたり買い物ができるように改善

• ふれあいセンターからの帰りには、道の駅に30分⽴ち寄る
• ⾦融機関や役場で⽤事をすませ、町内のお店でお買い物をした後、
ふれあいセンターから乗⾞して道の駅で買い物することが可能に

• 70歳以上が対象

▲送迎サービスの利⽤者

□利⽤者へのアンケート結果（10⽉の利⽤者28名）

24
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加⼯品

おみやげ

▲温泉＆お買い物バスの利⽤⽬的 ▲道の駅で買った物

⾃由意⾒
• すごく便利。春になったら再開して
欲しい

• 野菜がもっと多くあれば
• カートがあればいい
• 買った物を持って帰るのが⼤変
• ⾒て買い物出来るのがいい
• レストランも利⽤してみたい

今年度の取り組み
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送迎サービスの提供（4⽉から本格的運⾏開始）



施策⑦ 災害時の受け⼊れ体制づくり 防 災
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取組の⽅向性
• 道の駅エリア内の各施設において災害時の受⼊を想定し
て、必要な防災機能を確保する。

• 避難⽣活に対応できる備蓄を⾏う。
• 災害時に防災拠点としての機能できるよう、各施設間の
連絡体制・受け⼊れ体制を構築する。

計画の内容
• 災害時の役割分担と防災機能強化
• ⾷料及び⽣活必需品等の備蓄
• 連絡体制等の構築

今年度の取り組み

H29年度の取り組み予定

○防災機能の強化
• 住⺠説明会の開催
• 事業説明会の開催
• ⽤地関係調査実施

▲住⺠説明会の様⼦

住⺠説明会
• 横浜町在住の町⺠の皆様を対象
• H道の駅「よこはま」周辺を地⽅創⽣拠点とした産業

振興・地域福祉・防災に関する取組や休憩施設として
の整備内容について説明

• 町⺠21名が参加
事業説明会
• 道の駅よこはま地⽅創⽣拠点整備に関わる地権者及び

その隣接者を対象
• 上記事業の必要性、整備⽅針、整備内容、⽤地補償の

流れについて説明
• 関係者19名が参加

• 防災機能強化（各種調査・⽤地買収）
• 連絡体制等の構築（関係者と協議開始）



施策⑧ 防災訓練やＰＲ活動を通じた防災意識の醸成 防 災

計画の内容
• 道の駅エリアを活⽤した防災訓練
• 防災に関する意識啓発

取組の⽅向性
• 災害時に地域が適切な対応ができる
よう、防災訓練や意識啓発を⾏う。

H29年度の取り組み予定

今年度の取り組み

• 旧南部⼩学校グランドにおいて防災訓練を実施
○防災訓練の実施

横浜町役場で初動訓練
• 陸奥湾を震源とする地震を想定
• ⾃主防災組織や⾃衛隊、警察など１３
団体500⼈が参加

旧南部⼩学校校庭で避難訓練、消⽕訓練
• 消防団消⽕訓練の様⼦
• 要援護者の搬送、ケア実施

⾃主防災組織の初期消⽕訓練
• 町⺠参加型訓練の様⼦
• ⽕元への上⼿な消⽕法訓練を⾏った
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• 防災訓練（旧有畑⼩で実施）



道の駅よこはまエリア地⽅創⽣基本計画が⽬指すものは…
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ぐるっと隊、お邪魔します!!
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